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議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
天
皇
陛
下
の
退
位
に
つ
い
て
の
法
整
備
及
び
皇
室
典
範
の
法
律
上
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
天
皇
陛
下
の
退
位
に
つ
い
て
の
法
整
備
及
び
皇
室
典
範
の
法
律
上
の
位
置
づ
け
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
憲
法
は
、
・
・
・
第
四
条
第
二
項
と
第
五
条
の
よ
う
に
、
法
律
と
皇
室
典
範
を
明
白
に
書
き
分
け
て
い
る
」
、

「
憲
法
で
下
位
の
法
令
を
固
有
名
詞
で
引
用
し
て
い
る
」
及
び
「
皇
室
典
範
は
、
特
例
法
を
含
め
、
他
の
法
律
で
は
代
替
で

き
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
一
般
論
と
し
て
純
粋
の
法
律
論
を
お
答
え

す
れ
ば
、
憲
法
第
二
条
は
、
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
」
と
す
る
ほ
か
は
、
お
尋
ね
の
「
退
位
」
を
含
め
皇
位
の
継
承
に
係

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
」
す
な
わ
ち
法
律
で
、
憲
法
第
四
条
第
二
項
は
、
国
事
行
為
の
委
任

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
、
憲
法
第
五
条
は
、
摂
政
の
設
置
等
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
皇
室
典
範
」
す
な

わ
ち
法
律
で
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
一

般
に
、
あ
る
法
律
の
特
例
や
特
則
を
別
の
法
律
で
規
定
す
る
こ
と
は
法
制
上
可
能
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
憲
法
第
二

条
に
規
定
す
る
「
皇
室
典
範
」
に
は
、
現
行
の
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
特
例
や
特

則
を
定
め
る
別
法
も
含
み
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。


